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第１回福祉包括ケアシステム実行委員会 (R７,５、１３) 

 

福祉包括ケアシステムの第１回委員会を開

催しました。 

昨年の第３回委員会で、３つの活動につい

て提案がありました。(右に記載の活動項目) 

本年度は、認知症対象の捜索訓練を活動

の基本として、第１回委員会を行いました。 

まず、行方不明者の捜索にあたって、何を

基準に実施したらいいのか、訓練の方法、地

域へ、のこれらの活動についてどの様に周

知したらいいのか、また新しいシステムの活

用などについて、活発な意見が交わされま

した。 

 

 

【 令和６年度で決まった活動 】 

① 認知症を対象とした捜索訓練 

 

② 移動販売車を活用した高齢者の支援 

 

③ 誰でも出来る見守り活動 

(防災の要支援者も含む) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東コミ福祉包括ケアシステム 

実行委員会だより   
           

R7－１号 

 

会議で出された意見 
 

① 不明者の捜索は着手が速いほど発

見する効果が大きい。 

・地域の皆さんに、躊躇せずに SOSを発 

信できるようにすることが大切。 

 ・地域の皆さんが相談しやすい組織づくり

が必要 

 

② 新しいシステムも取り入れる工夫 

 ・皆さんに情報を伝えるための新たなツー 

  ルを取り入れることで、情報を広く正確 

に伝えることが出来る。 
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 ③訓練は常に PDCAサイクルを基

本とする。 

 ・訓練は失敗することが、次の訓練の参

考となる。何度か実施と検証を繰り返し

て捜索システムを確立していく。 

 

次回の委員会の開催について 

次回は、今回の意見を参考にもう一度委

員会で皆さんと協議します。その上で捜

索訓練を実施していくこととします。 

 

繰り返し行うことが大切！ 
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第１次まちづくり計画で作成したＳＯＳネットフロー 


